
  3 乳房再建後の患者は再建しない患者と比べて癌の再発率に差があるか？ 

 

 

■ 推奨               乳房再建が乳癌の再発率に関与するという明らかなエビデンスはない。 

■ 推奨の強さと根拠  1B（強い推奨，中程度の根拠） 

 

根拠･解説 乳房再建には乳房全切除術後の再建および，乳房部分切除後の再建が存在する。ここで 

は乳房全切除術後の即時再建症例と非再建症例の再発率の比較を行った報告について述べる。 

乳房全切除術後の乳房再建の方法には，シリコン乳房インプラントに代表される人工物を用いた再 

建法と，腹直筋皮弁や広背筋皮弁など筋皮弁，DIEP flap（deep inferior epigastric perforator flap） 

などの遊離穿通枝皮弁などを用いた自家組織移植による再建法がある。 

Hoshaw らは乳房インプラントによる乳癌および他の癌腫に対する影響についてシステマティック 

レビューを行った結果，乳房インプラントは乳癌および他の癌腫のリスクを上げることはないと報告 

している1）。 

また，Zhang らは乳房切除後の即時再建群と乳房切除単独群と比較し，全生存期間（overall 

survival：OS）と無病生存期間（disease free survival：DFS）に有意差は認めず，さらに乳房切除 

後の局所再発率を増加させることを示す証拠はなかったとしている2）。 

Petit らは，乳癌術後のシリコン乳房インプラントによる再建をした場合の長期留置による乳癌再 

発率に関して，シリコン乳房インプラントによる再建群と非再建群のコホート研究を行っている。10 

～13 年の追跡期間において，局所再発率，遠隔転移は再建群の方が著明に低く，対側二次原発乳癌

（反対側に新たな乳癌ができること）および他部位の二次原発癌（癌の既往歴がある患者にみられる新

しい原発性の癌のこと）のリスクは高いとはいえない，と報告している3）。 

その他にも乳癌術後の即時乳房再建群と非再建群の乳癌再発率を比較したコホート研究や症例対 

照研究が数多く報告されているが，いずれも局所再発率，遠隔再発率ともに乳房再建群が劣るという 

報告は認めない4-9）。 

よって，乳癌術後の乳房再建が乳癌再発に関与するとはいえない。 

 

今後の課題 現在の乳癌の予後の予測や治療方針の決定に重要なintrinsic subtype の概念は2000 年 

に提唱され，2011 年のSt.Gallen コンセンサス会議を経て臨床応用されたため，現在出されている報 

告ではこの分類に沿って再建群と非再建群を比較しているものはほとんどない。今後はintrinsic 

subtype を考慮した比較がなされることを期待する。 
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